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市街⑩⑨⑤部睦言劇で総子
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虚
型
市
営
住
宅
の
整
備
事
業

　

平
成
十
二
年
度
か
ら
、
民
間
資
本
を
活
用
し
て
整
備

を
進
め
て
き
た
「
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
」
二
棟
の

完
成
が
近
づ
い
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の

市
営
住
宅
整
備
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

イ
ン
フ
ィ
ル
型
と
は

　

「
イ
ン
フ
ィ
ル
」
と
は
「
す
き
間
（
空
間
）

を
ふ
さ
ぐ
こ
と
・
（
壁
の
穴
な
ど
の
）
充
て

ん
材
」
な
ど
の
意
味
を
持
つ
言
葉
で
す
。

　

イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
の
整
備
事
業

は
、
市
街
地
中
心
部
の
店
舗
や
住
宅
な
ど
が

郊
外
に
流
出
し
た
こ
と
に
よ
り
出
来
た
空
き

地
を
活
用
し
た
公
営
の
住
宅
な
ど
を
設
け
て

市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
も
の
で
、
空
洞
化

が
進
む
市
街
地
の
定
住
人
口
増
加
や
商
業
の

活
性
化
、
景
観
の
整
備
な
ど
に
効
果
を
あ
げ

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

経
費
節
減
に
民
間
資
本

　

こ
の
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
は
、
土
地

の
所
有
者
が
建
て
た
集
合
住
宅
を
市
が
二
十

五
年
間
一
括
し
て
借
り
上
げ
、
市
営
住
宅
と

し
て
I
般
に
貸
し
出
す
と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
方
式
の
導
入
に
よ
り
、
民
間
に
と
っ

て
は
、
建
設
費
の
一
部
に
補
助
が
あ
る
ほ
か
、

市
が
一
括
し
て
借
り
上
げ
る
期
間
に
つ
い

て
、
家
賃
収
入
が
保
証
さ
れ
る
な
ど
の
利
点

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
に
と
っ
て
は
用
地
取
得
や
建
設

費
な
ど
が
不
要
と
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る

ほ
か
、
入
居
者
に
と
っ
て
は
市
街
地
中
心
部

と
い
う
便
利
な
場
所
に
住
宅
を
借
り
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
民
間
と
行
政
が
、
お
互
い
に

協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
経
費
を
節
減
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
の

考
え
方
で
す
。

ま
ち
な
み
と
調
和
し
た
外
観

　

今
回
の
市
営
住
宅
の
整
備
は
、
都
市
景
観

大
賞
の
都
市
景
観
百
選
に
選
ば
れ
た
地
域
を

対
象
に
建
築
希
望
者
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

都
市
景
観
大
賞
と
は
、
都
市
環
境
が
優
れ

た
地
区
や
高
い
水
準
の
都
市
空
間
デ
ザ
イ
ン

が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
な
ど
を
表
彰
す
る
こ

と
で
さ
ら
に
良
好
な
都
市
空
間
を
創
出
し
よ

う
と
、
国
土
交
通
省
な
ど
が
平
成
I
二
年
か
ら

選
定
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
市
は
平
成
九
年
に
城
下
町
地
区
が
、
都

市
景
観
大
賞
・
都
市
景
観
百
選
の
部
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

城
下
町
地
区
と
は
、
越
前
大
野
城
が
そ
び

え
る
亀
山
と
石
灯
寵
通
り
・
寺
町
通
り
を
含

む
、
城
町
、
本
町
、
元
町
の
I
帯
、
約
五
十
一



詣
で
、
東
は
寺
町
、
西
は
赤
根
川
、
南
は

大
鋸
町
、
北
は
正
膳
町
に
囲
ま
れ
た
地
域
で
す
。

　

そ
の
た
め
イ
ン
フ
ィ
ル
型
市
営
住
宅
の
外

観
は
、
市
の
都
市
景
観
審
議
会
の
承
認
を
得

た
、
ま
ち
な
み
景
観
と
調
和
し
た
も
の
と
し

ま
し
た
。
か
わ
ら
ぶ
き
の
屋
根
に
下
屋
び
さ

し
、
出
格
子
や
そ
で
壁
な
ど
、
町
家
造
り
風

と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
参
照
）
。

東
と
西
に
二
つ
の
町
家
住
宅

　

今
回
の
二
番
通
り
の
東
と
西
に
設
け
た
市

営
住
宅
は
、
い
ず
れ
も
耐
火
構
造
、
片
廊
下

型
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
す
。

　

東
に
位
置
す
る
「
大
野
市
東
二
番
町
家
住

宅
」
は
三
階
建
て
の
北
棟
と
、
二
階
建
て
の

南
棟
の
二
つ
の
建
物
。
北
棟
は
六
一
・
五
三

平
方
封
か
ら
六
二
・
八
九
平
方
μ
の
2
L
D

K
十
一
戸
と
、
八
五
・
三
九
平
方
片
の
3
L

D
K
二
戸
の
全
十
二
戸
、
南
棟
は
八
七
・
一

六
平
方
μ
の
4
D
K
二
戸
で
す
。

　

西
に
位
置
す
る
「
大
野
市
西
二
番
町
家
住

宅
」
は
三
階
建
て
で
、
六
四
・
五
一
平
方
片

か
ら
六
五
・
一
八
平
方
μ
の
2
L
D
K
八
戸

と
、
九
二
・
八
九
平
方
封
と
九
六
・
九
二
平

方
μ
の
3
L
D
K
二
戸
の
全
土
戸
で
す
。

　

各
戸
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
台
づ
つ
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
備
え
る
ほ
か
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
エ

ア
コ
ン
、
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
や
バ
ス
ー
ト

イ
レ
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
入
居
者
は
「
特
定
優
良
賃
貸
住

宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
居
親

族
の
あ
る
中
堅
所
得
者
層
（
月
あ

た
り
の
世
帯
所
得
が
二
十
万
円
か

ら
三
十
二
万
円
程
度
の
人
。
ま
た

一
部
、
扶
養
控
除
な
ど
が
あ
り
ま

す
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
の
目
標
に
向
け

　

こ
の
市
営
住
宅
の
整
備
事
業

は
、
市
の
二
十
一
世
紀
初
頭
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
と
目
標

を
示
し
た
「
第
四
次
大
野
市
総
合

計
画
」
の
、
平
成
二
十
二
年
度
に

お
け
る
当
市
の
将
来
人
口
が
「
現

状
維
持
四
万
人
」
で
あ
る
こ
と
に

基
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
約
三

万
六
千
五
百
人
と
推
計
さ
れ
る
十
年
後
の
当

市
の
人
□
を
、
都
市
基
盤
や
交
通
網
の
整
備

な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
状
を
維
持
し

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
後
、
総
合
計
画

で
掲
げ
た
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
将
来

人
□
の
目
標
に
向
け
、
市
営
住
宅
な
ど
の
整

備
の
ほ
か
、
金
銭
面
で
の
支
援
を
行
う
「
ふ

る
さ
と
定
住
事
業
」
な
ど
、
ハ
ー
ド
ー
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
都
市
整
備
課
住
宅
緑
地
係

（
酋
6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
5
2
）

「都市景観100選」選定地区

‘大野市西二番町家住宅（完成予想図）
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候補を募集
『大野市景観賞』

『景観特選おおの』

『
六
野
市
景
観
賞
』

　
　

「
大
野
市
景
観
賞
」
は
、
優

れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
る
建
築
物
や
工
作
物
、
良
好

な
景
観
の
維
持
に
貢
献
し
て
い

る
団
体
な
ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

　

平
成
九
年
か
ら
始
ま
り
、
今

回
で
三
回
目
と
な
り
ま
す
。

建
築
部
門

　

市
内
で
完
成
し
た
建
築
物
や

工
作
物
、
そ
れ
ら
の
複
合
体
で
、

次
の
条
件
を
満
た
す
も
の

・
デ
ザ
イ
ン
、
色
彩
な
ど
が
周

　

辺
環
境
に
調
和
し
、
優
れ
た

　

景
観
を
創
出
し
て
い
る
も
の

・
歴
史
的
な
景
観
に
調
和
す
る

　

も
の
、
ま
た
は
自
然
環
境
の

　

保
全
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

・
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

　

す
ぐ
れ
た
景
観
形
成
に
寄
与

　

し
て
い
る
も
の

※
具
体
的
な
対
象

　

建
築
物
（
個
人
住
宅
・
集
合

　

住
宅
・
店
舗
な
ど
）

　

工
作
物
（
堀
・
門
・
生
け
垣

　

・
庭
園
・
照
明
灯
な
ど
）

活
動
部
門

　

市
内
で
景
観
の
維
持
向
上
に

努
め
て
い
る
団
体
な
ど

※
具
体
的
な
対
象

・
ご
み
拾
い
や
清
掃
な
ど
の
環

　

境
美
化
運
動

・
ま
ち
な
み
保
全
な
ど
の
ま
ち

　

づ
く
リ
活
動

『
景
観
特
選
お
お
の
』

　
　

「
景
観
特
選
お
お
の
」
は
、

将
来
に
残
し
た
い
と
思
う
大
野

ら
し
い
建
築
物
や
自
然
景
観
な

ど
を
、
市
が
認
定
す
る
こ
と
で

広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

も
の
で
す
。
平
成
十
三
・
四
年

度
の
二
年
間
か
け
、
市
街
地
と

そ
の
周
辺
地
域
に
分
け
て
募
集

を
行
い
ま
す
。

　

認
定
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
す

る
な
ど
の
活
動
を
通
じ
、
広
く

一
般
に
紹
介
し
ま
す
o

平
成
十
三
年
度
の
募
集
対
象

　

市
街
地
（
左
図
参
照
）
に

あ
る
建
築
物
（
個
人
住
宅
・

公
共
建
築
物
・
寺
社
・
店
舗
・

看
板
な
ど
）
や
自
然
景
観
な

ど
で
大
野
ら
し
く
将
来
に
残

し
た
い
も
の

募
集
曹
項

　
　

「
大
野
市
景
観
賞
」
「
景
観

特
選
お
お
の
」
と
も
に
、
対
象

と
な
る
も
の
を
推
薦
・
応
募
な

ど
に
よ
り
広
く
募
集
し
ま
す
。

自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
o

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写

真
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い
o

必
要
事
項

・
推
薦
・
応
募
す
る
人
の
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号

●
景
観
の
名
称
・
所
在
地
・
選

　

ん
だ
理
由

応
募
締
切
日
1
0
月
3
1
日
水

　

応
募
・
推
薦
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
大
野
市
都
市
景
観

審
議
会
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
な
ど
は
、
後
日

予
定
し
て
い
る
「
都
市
景
観
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
て
発
表
を
行

い
ま
す
。

応
募
●
問
い
合
わ
せ
先
都
市

　

整
備
課
計
画
係
（
萱
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
3
5
4
）

平成13年度対象区域



平成
12年度

駅
春
次
穴
⑤
駅
言
⑤
駅
革
順
駅
進
状
滉

　

住
民
福
祉
の
向
上
や
個
性
的
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、

行
政
体
質
の
強
化
な
ど
を
目
標
に
進
め
て
い
る
第
I
二
次
大
野

市
行
政
改
革
。
そ
の
推
進
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
度
か
ら
十
三
年

度
に
わ
た
り
進
め
て
い
る
行
政

改
革
で
は
、
推
進
重
点
項
目
と

し
て
、
八
分
類
二
十
二
項
目
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
二
年
度
は
そ
の
う
ち

六
割
強
に
つ
い
て
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

項
目
に
従
い
、
主
な
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

・
申
請
手
続
き
な
ど
の
簡
素
効

　

率
化
に
向
け
、
公
共
下
水
道

　

の
排
水
設
備
指
定
工
事
店
制

　

度
を
導
人
し
、
条
例
化
し
ま

　

し
た

・
市
健
康
保
養
施
設
「
あ
っ
宝

　

ん
ど
」
の
管
理
運
営
を
平
成

　

十
二
年
四
月
の
オ
ー
ブ
ン
と

　

同
時
に
（
財
）
大
野
市
公
共

　

施
設
管
理
公
社
へ
委
託
し
ま

　

し
た

・
各
種
団
体
へ
自
主
運
営
の
促

　

進
を
行
い
、
社
会
教
育
団
体

　

な
ど
で
は
自
主
運
営
率
が
七

　

六
．
八
％
と
な
り
ま
し
た

・
補
助
金
な
ど
の
整
理
合
理
化

　

に
向
け
、
委
員
会
を
設
置
し

　

見
直
し
を
行
い
ま
し
た

組
織
・
機
構
の
見
直
し

・
行
政
機
構
を
見
直
し
、
地
方

　

分
権
に
対
応
し
た
組
織
と
し

　

ま
し
た

・
各
種
審
議
会
な
ど
へ
一
人
一

　

委
員
制
を
導
人
し
た
ほ
か
、

　

女
性
委
員
の
登
用
推
進
な
ど

　

を
行
い
ま
し
た

定
員
管
理
の
適
正
化

　
　

人
材
の
育
成
一
確
保

・
定
員
管
理
の
適
正
化
に
向

　

け
、
中
・
長
期
の
採
用
計
画

　

に
基
づ
い
た
適
正
な
職
員
数

　

を
維
持
し
、
職
員
の
適
正
配

　

置
を
行
い
ま
し
た

・
多
様
な
人
材
の
確
保
と
し

　

て
、
社
会
人
採
用
の
実
施
や
、

　

研
修
、
人
事
交
流
な
ど
を
行

　

い
ま
し
た

情
報
化
な
ど
に
よ
る

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

・
各
種
申
請
様
式
の
配
信
な

　

ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

　

用
し
た
多
目
的
な
利
用
を
試

　

行
し
ま
し
た

・
庁
内
L
A
N
（
ロ
ー
カ
ル
エ

　

リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
基

　

幹
部
分
を
整
備
し
ま
し
た

公
正
の
確
保
と

　
　
　

透
明
性
の
向
上

・
市
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
推

　

進
委
員
会
を
設
置
し
「
公
共

　

工
事
コ
ス
ト
縮
減
対
策
に
関

　

す
る
行
動
計
画
」
を
策
定
。

　

平
成
十
三
年
度
よ
り
実
施
し

　

ま
し
た

・
情
報
公
開
推
進
の
一
環
と
し

　

て
、
行
政
資
料
室
の
蔵
書
や

　

資
料
の
デ
ー
タ
ペ
ー
ス
化
を

　

行
い
ま
し
た

効
率
的
な
行
政
運
営

　
　
　

財
政
の
健
全
化

．
決
裁
権
限
の
見
直
し
に
よ
る

　

効
率
的
な
事
務
処
理
に
向

　

け
、
事
務
決
裁
規
程
の
見
直

　

し
を
行
い
ま
し
た

．
税
収
の
確
保
に
向
け
、
市
納

　

税
貯
蓄
組
合
連
絡
協
議
会
な

　

ど
の
団
体
を
通
じ
、
口
座
振

　

替
の
利
用
促
進
や
納
税
貯
蓄

　

組
合
へ
の
加
人
推
進
な
ど
啓

　

発
活
動
を
行
い
ま
し
た

・
平
成
十
二
年
四
月
か
ら
、
奥

　

越
ふ
れ
あ
い
公
園
の
新
利
用

　

料
金
を
適
用
し
ま
し
た

広
域
行
政
の
推
進

・
第
四
次
大
野
・
勝
山
地
区
広

域
市
町
村
圏
計
画
で
、
広
域

的
な
連
携
に
よ
る
消
防
力
の

強
化
と
救
急
体
制
の
高
度
化

な
ど
を
掲
げ
た
ほ
か
、
消
防

行
政
の
広
域
化
へ
向
け
合
同

訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
、
連

携
・
協
力
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
し
た

環
境
の
保
全
と
創
造

・
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

　

各
種
施
策
を
推
進
し
ま
し
た

　

今
年
度
は
、
第
三
次
市
行
政

改
革
の
最
終
年
次
。
十
二
年
度

ま
で
の
推
進
状
況
を
踏
ま
え
、

目
標
を
達
成
し
つ
つ
あ
る
も
の

は
計
画
に
沿
っ
て
、
必
要
な
も

の
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
当
初
の
目
標
達
成
を

目
指
し
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
努

力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

恥性汲登用旨進亙各種審議脊

四阿殖



定例
市議会

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
へ
の
補
助
増
額
な
ど

一
般
会
計
に
四
億
四
千
万
円
余
り
を
追
加

　

第
三
百
十
四
回
定
例
市
議
会

が
、
九
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
「
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
や
「
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
案
」
な
ど
二
十
一
議
案
を
審

議
。
十
九
議
案
が
原
案
ど
お
リ

可
決
さ
れ
、
決
算
認
定
議
案
二

件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
・
歳
出

に
そ
れ
ぞ
れ
四
億
四
千
二
十
三

万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
額
は
百
五
十
億
五
千
四
百
四

十
一
万
四
千
円
。
前
年
度
と
比

べ
五
・
六
％
の
減
で
す
。

　

主
な
事
業
は
、
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
の
対
象
を

八
十
基
増
や
し
た
ほ
か
、
精
神

障
害
者
の
社
会
復
帰
施
設
を
建

設
す
る
た
め
の
用
地
取
得
費
用

や
南
六
呂
師
の
有
機
た
い
肥
製

造
施
設
の
財
産
購
入
に
伴
う
県

農
業
公
社
へ
の
負
担
金
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
対
策
費
用
な
ど
で
す
。

人
事
案
件
も
原
案
に
同
意

　

平
成
十
三
年
十
一
月
三
十
日

で
任
期
が
満
了
す
る
人
権
擁
護

委
員
に
つ
い
て
、
候
補
者
と
し

て
堂
東
昭
子
さ
ん
を
推
薦
（
再

選
）
す
る
こ
と
が
議
会
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

ん
う
諮

問

9月補正｜一般会計の主な事業

◆総務費

・精神障害者社会復帰施設建設用地費

　　

……………………………59，008千円

◆衛生費

・合併処理浄化槽設置整備事業補助

　　

……………………………36．531千円

・クリーンセンター管理維持経費

　

（ダイオキシン濃度測定や対応設備など）

　

………………………………5，769千円
◆農林水産業費

・公社営畜産基地建設事業

　

（有機たい肥製造施設など）

　

…………………………176，713千円
◆土木費

・道路維持管理、整備など

　　

……………………………38，750千円

公共下水道事業審議会の委員を募集

　

公共下水道に関する事項（水洗化の促進など）を調査

審議する、「公共下水道審議会」の委員を募集します。

募集人数2人

応募資格市内に住む20歳以上の人で、公共用水域（河

　

川や海域、公共に使われる水路など）の保全に関心が

　

ある人

応募方法400字詰め原稿用紙2枚以内に、下水道事業

　

や汚水処理についての考え、公共用水域の保全につい

　

て日ごろ感じていることなどをまとめたものと、履歴

　

書を提出（郵送可）

応募締切日10月31日（丞）午後5時

任期平成13年12月から2年間を予定

会議日程原則として平日の昼間または夜間に、年2回

　

程度の開催を予定

応募・問い合わせ先

　

〒912－8666大野市天神町1－1

　

下水道課管理普及係

　　　　　　　　　　　

（066・1111内線291）

I
＝
一
’
。
T
〈
ゾ
レ
〈
へ
▽
レ
＼

　

九
月
三
日
か
ら
、
各

課
の
入
り
ロ
に
、
職
員

の
顔
写
真
入
り
配
置
図

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
市
庁
舎
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
、
配
置

図
の
作
成
は
、
各
課
の

－
T
（
情
報
技
術
）
推

進
員
が
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
と
パ
ソ
コ
ン
を
駆

使
し
て
作
成
。
係
ご
と

に
色
分
け
す
る
な
ど
、

職
場
ご
と
に
工
夫
を
凝
ら
し
ま

し
た
。

　

大
野
地
区
消
防
組
合
消
防
本

部
や
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
で
も
同
様
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
嘱

託
・
臨
時
を
含
め
た
市
職
員
、

約
五
百
人
の
名
札
を
顔
写
真
入

り
の
も
の
に
変
更
し
ま
し
た
。

各課の入り如こ写真付き配置図をl掲司

　　

－㎜－－顔写真入りの名札



ス
ポ
ー
ツ
の
秋
「

体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か

ス
ポ
ー
ツ
課

第
5
回
市
ス
ポ
ー
ツ
ー

　
　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

日
時
1
0
月
8
日
面
（
体
育
の
日
）

　

午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
ほ
か

準
備
物
運
動
着
、
シ
ュ
ー
ズ
（
内

　

履
き
・
外
履
き
）
昼
－
食
な
ど

参
加
資
格
市
内
在
住
ま
た
は
勤

　

務
し
て
い
る
人

申
込
方
法
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
た
は

　

公
民
館
ま
で
電
話
で

そ
の
他
種
目
に
よ
つ
て
は
、
事

　

前
に
申
し
込
み
が
必
要

申
し
込
み
．
問
い
合
わ
せ
先
ス

　

ポ
ー
ツ
課
（
容
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
1
）

各
種
市
民
大
会

　

各
競
技
団
体
の
運
営
で
、
次
の

市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
1
0
月
卵
百
⑥
午
前
8
時
～

場
所
芦
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

参
加
料
3
0
0
0
円

H
キ
＊
－
イ
テ
ィ
ン
グ

1
2
屈
j
ツ

句
切

申
込
締
切
日
1
0
月
1
5
R
面

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
福
田
潔

　

人
さ
ん
（
豊
6
5
・
7
8
9
2
）

●
剣
道
大
会

日
時
‥
し
月
3
日
害
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
▼
個
人
小
学
4
年
生
以

　

下
・
5
年
生
・
6
年
生
、
中
学

　

生
男
女
、
高
校
生
男
女
、
－
般

　

▼
団
体
小
学
生

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

剣
道
連
盟
事
務
局
佐
々
木
浩

　

二
さ
ん
（
き
6
6
・
0
5
5
5
）

●
弓
道
大
会

日
時
‥
し
月
4
R
⑥
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
近
的
個
人
競
技
（
男
女
の

　

区
別
無
し
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

弓
道
協
会
事
務
局
山
口
誠
一

　

さ
ん
（
容
6
6
・
3
7
3
7
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時
‥
目
月
1
1
鳳
）
午
前
8
時
3
作
0

　

分
～

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
個

　

人
（
各
1
～
3
部
）
、
混
合
ダ

　

プ
ル
ス
個
人

参
加
料
一
般
＝
5
0
0
円
、
高

　

校
生
＝
3
0
0
円
、
中
学
生
＝

　

無
料
（
1
人
1
種
目
）

そ
の
他
電
話
で
の
申
し
込
み
は

　

で
き
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

羽
二
生
崇
さ
ん
（
泉
町
1
6
－
2
2

豊
6
5
・
6
5
4
1
）

市
小
学
生
テ
ニ
ス
大
会

市
テ
ニ
ス
協
会

　

第
3
回
大
野
市
小
学
生
テ
ー
－
ス

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
0
月
1
4
日
回
午
前
9
時
～

場
所
明
治
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目
男
・
女
シ
ン
グ
ル
ス

参
加
料
2
0
0
円
（
保
険
料
）

申
込
締
切
日
1
0
月
9
口
書

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
黒

　

崎
輝
彦
さ
ん
（
豊
6
5
・
6
5
1

　

4
）

テ
ー
－
ス
教
室
の
生
徒
募
集

エ
キ
サ
イ
ト
広
場

日
時
1
0
月
1
5
日
～
‥
目
月
1
9
日
の

　

毎
週
月
・
木
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
（
全
1
0
回
）

場
所
明
治
公
園
テ
ー
－
ス
コ
ー
ト

対
象
1
8
歳
以
上
の
市
民
（
高
校

　

生
不
可
）

定
員
2
0
人
（
先
着
順
）

参
加
料
5
0
0
円
（
保
険
料
）

準
備
物
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
ラ

　

ケ
ッ
ト
（
貸
し
出
し
可
）
な
ど

申
込
締
切
日
1
0
月
1
3
巴
4

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
工

　

半
サ
イ
ト
広
場
（
豊
6
6
・
1
4

　

3
3
）
ま
た
は
大
野
公
民
館
「
a

　

叩
n
／
」
（
‥
M
‥
）
（
1
1
／
）
（
‥
M
‥
）
）

第
5
回
亀
山
周
辺
整
備
推
進
会
議

こ
ん
な
ふ
う
に
し
た
い
・
使
い
た
い

　

8
月
2
9
日
に
行
わ
れ
た
、
亀
山

周
辺
整
備
推
進
会
議
で
は
「
こ
ん

な
ふ
う
に
し
た
い
、
こ
ん
な
ふ
う

に
使
い
た
い
」
を
テ
ー
マ
に
論
議

を
深
め
ま
し
た
。

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

会
議
で
は
、
ま
ず
事
務
局
か
ら

普
通
教
室
や
特
別
教
室
、
体
育
館

な
ど
に
つ
い
て
十
五
通
り
の
配
置

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
配
置
案
に
基
づ
き
行
わ
れ

た
グ
ル
ー
プ
討
議
で
は
「
亀
山
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
連
続
性
を
持
た
せ

る
」
「
普
通
教
室
や
特
別
教
室
、

体
育
館
な
ど
学
校
施
設
の
機
能
は

一
体
化
し
て
ほ
し
い
」
「
普
通
教

室
や
公
民
館
機
能
は
、
子
ど
も
や

お
年
よ
り
が
使
い
や
す
い
よ
う
一

階
に
配
置
す
る
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
面
で
は
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

と
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
図
書
館

や
音
楽
ホ
ー
ル
、
プ
ー
ル
な
ど
子

ど
も
と
大
人
が
共
用
し
て
使
え
る

も
の
に
つ
い
て
「
ど
の
よ
う
に
使

う
の
が
良
い
か
」
「
本
当
に
必
要

な
も
の
か
」
な
ど
の
話
し
合
い
が

行
わ
れ
「
い
る
も
の
・
い
ら
な
い

も
の
」
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
議
論

が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
が
深
ま

り
ま
し
た
。

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
に
つ
い
て

　

用
途
制
限
や
防
火
制
限
な
ど
の

法
的
規
制
、
木
造
建
築
へ
の
可
能

性
な
ど
を
盛
り
込
み
、
大
き
く
四

つ
の
区
域
に
分
け
た
施
設
案
を
事

務
局
が
示
し
ま
し
た
。
施
設
は

「
情
報
交
流
・
物
販
」
「
交
通
セ

ン
タ
ー
」
「
休
憩
・
宿
泊
」
「
地

域
連
携
・
産
業
振
興
」
な
ど
の
機

能
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
素
案
に
対
し
、
グ
ル
ー
プ

か
ら
「
大
野
ら
し
さ
を
前
面
に
出

し
た
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
な
も

の
を
」
「
地
元
の
食
材
を
生
か
し

た
お
店
が
必
要
」
「
道
の
駅
的
な

機
能
を
持
つ
も
の
が
よ
い
」
な
ど

幅
広
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
「
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・

シ
テ
ィ
ー
ゲ
ー
ト
は
、
何
を
目
指

し
た
施
設
と
し
て
い
く
の
か
≒
施

設
だ
け
で
は
な
く
、
周
辺
の
環
境

も
含
め
た
、
長
い
目
で
考
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
」
な
ど
の
課
題

を
踏
ま
え
、
話
し
合
い
を
進
め
る

予
定
で
す
。

　

会
議
の
詳
し
い
内
容
な
ど
は
、

公
民
館
や
図
書
館
な
ど
で
配
布
し

て
い
る
「
大
野
ま
ち
づ
く
り
か
わ

ら
版
」
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
（
総
合
政
策
課
）
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谷訂り

ハンセン病について

正
し
い
理
解
の
た
め
に

　

長
い
間
、
遺
伝
す
る
病
気
で
あ
る
な
ど
誤
解
を

受
け
て
き
た
ハ
ン
セ
ン
病
。
そ
の
よ
う
な
誤
解
や

偏
見
、
差
別
な
ど
を
無
く
す
た
め
、
ハ
ン
セ
ン
病

に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
は

　

一
八
七
三
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ハ
ン
セ
ン
博
士
が
発
見
し
た
「
ら

い
菌
」
と
い
う
菌
の
感
染
に
よ
り

起
こ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な

病
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

感
染
力
は
と
て
も
弱
く
、
感
染

し
て
も
発
病
の
危
険
性
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。
お
も
に
皮
膚
や

末
し
ょ
う
神
経
が
侵
さ
れ
る
病
気

で
す
が
、
早
い
時
期
に
診
断
し
治

療
を
行
う
こ
と
で
治
り
ま
す
。

大
切
な
の
は
正
し
い
知
識

　

効
果
的
な
治
療
法
が
無
か
っ
た

時
代
、
こ
の
病
気
は
「
ら
い
」
あ

る
い
は
「
ら
い
病
」
と
言
わ
れ
、

不
治
の
病
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
決
し
て
遺
伝
す
る
こ

と
は
無
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遺

伝
病
で
あ
る
と
の
誤
解
を
受
け
、

病
に
か
か
っ
た
本
人
ば
か
り
か
、

家
族
全
員
が
差
別
さ
れ
る
な
ど
の

偏
見
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
一
九
四
〇

年
代
に
開
発
さ
れ
た
「
プ
ロ
ミ
ン
」

を
は
じ
め
「
リ
フ
ァ
ン
ピ
シ
ン
」

「
D
D
S
」
な
ど
優
れ
た
治
療
薬

が
開
発
さ
れ
て
い
る
た
め
、
確
実

に
治
せ
る
病
気
と
な
っ
で
い
ま
す
。

国
も
深
く
反
省
・
謝
罪

　

国
は
永
年
に
わ
た
る
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
を
隔
離
す
る
な
ど
の
差

別
的
な
政
策
を
深
く
反
省
し
、
謝

罪
の
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
元
患
者
の
意
見
を
尊
重

し
な
が
ら
名
誉
の
回
復
と
福
祉
の

増
進
、
死
没
者
に
対
す
る
追
悼
の

意
を
表
す
た
め
に
必
要
な
処
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
元
患
者
へ
の
補
償

金
の
支
給
が
あ
り
ま
す
。

請
求
期
間
平
成
1
8
年
6
月
2
1
日

　

ま
で

問
い
合
わ
せ
先
県
福
祉
環
境
部

　

健
康
増
進
課
（
豊
0
7
7
6
．

　

2
0
・
0
3
4
9
）

互
い
に
助
け
合
う
ま
ち
に

　

視
力
が
悪
い
・
虫
歯
が
あ
る
・

膝
が
痛
い
・
骨
折
し
た
こ
と
が
あ

る
・
精
神
疾
患
…
だ
れ
で
も
体
に

何
ら
か
の
「
け
が
」
や
「
病
気
」

を
抱
え
て
い
る
人
が
、
ほ
と
ん
ど

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
、
周

り
か
ら
自
然
と
手
が
差
し
伸
べ
ら

れ
、
み
ん
な
が
仲
良
く
交
流
し
て

い
る
…
そ
ん
な
ま
ち
に
お
互
い
住

ん
で
い
た
い
も
の
で
す
ね
。

～ちよつと気になる栄養の話～

　

前回の緑茶に続き、今回は紅茶のお話です。

　

もともと同じお茶の葉から作られるニつのお茶で

すが、作るときに発酵させるかさせないかで、紅茶

と緑茶に分かれます。紅茶は発酵させて作るため、

緑茶が豊富に含んでいるビタミンCをほとんど含ま

なくなります。しかし発酵させることで「テアフラ

ビン」と呼ばれる色素ができ、緑茶以上に優れた抗

菌作用と独特の色合いを持つようになります。紅茶

でうがいをするとインフルエンザ予防に効果がある

と言われるのはそのためです。この成分は体に吸収

されると、がん細胞の働きを抑制をしたり動脈硬化

や脳卒中を予防したりするなどの働きがあります。

　

また紅茶には緑茶と同じように、疲労回復やスト

レス解消、肥満予防などの効果があります。

　

紅茶の茶葉は、湿気を吸わないよう密閉容器に入

れ、冷暗所で保存するようにしましょう。一人分は

茶葉約三？に熱湯二百ccと言われています。お湯を

入れてから三～五分程度蒸らすのがより一層おいし

くいただくコツ。秋の夜長に紅茶はいががですか。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

　

ア
芥
お
守
ス

預金保険制度

　

ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん
が
、
何
ら
か
の
形
で
利
用
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
金
融
機
関
。
で
も
、
万
が
一
そ
の
金
融
機
関
が
破
た

ん
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
大
切
な
預
金
な
ど
は
一
体
ど
う
な
っ
て

し
ま
う
の
で
し
よ
う
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
預
金
を
保

護
す
る
「
預
金
保
険
制
度
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

預
金
保
険
制
度
と
は

　

貯
蓄
を
は
じ
め
、
お
金
の
受
け

取
り
や
支
払
い
の
手
段
な
ど
、
生

活
に
密
着
し
た
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
金
融
機
関
。

　

そ
の
金
融
機
関
が
破
た
ん
し
、

預
金
の
払
い
戻
し
が
出
来
な
く
な

っ
た
場
合
な
ど
に
、
預
金
者
を
保

護
す
る
た
め
の
制
度
が
「
預
金
保

険
制
度
」
で
す
。
こ
れ
は
政
府
・

日
銀
・
民
間
金
融
機
関
の
三
者
に

よ
る
預
金
保
険
機
構
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
対
象
と
な
る
金
融
機
関

　

銀
行
（
信
託
銀
行
を
含
む
∵

信
用
組
合
・
信
用
金
庫
・
労
働
金

庫
な
ど
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
郵
便
局
な
ど
の
政
府

関
係
金
融
機
関
や
、
本
店
が
日
本

国
外
に
あ
る
外
国
銀
行
な
ど
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
保
護
さ
れ
る
預
金
の
種
類

　

現
在
は
全
て
の
預
金
に
つ
い
て

全
額
が
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
平
成
十
四
年
の
四
月
以

降
制
度
が
変
更
に
な
り
、
保
護
さ

れ
る
範
囲
が
限
定
さ
れ
ま
す
。
主

な
預
金
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
扱
わ
れ
る
の
か
は
、
下
図
を

参
照
く
だ
さ
い
。

・
対
象
は
預
金
の
名
義
ご
と

　

平
成
十
四
年
の
四
月
以
降
、
預

金
が
保
護
さ
れ
る
限
度
額
は
「
元

本
合
計
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利

息
」
と
な
り
ま
す
（
下
図
参
照
）
。

　

対
象
と
な
る
の
は
「
預
金
名
義

一
つ
あ
た
リ
」
で
す
。

　

こ
れ
は
夫
婦
や
親
子
な
ど
同
じ

世
帯
に
住
む
家
族
で
あ
っ
て
も
、

預
金
の
名
義
が
異
な
れ
ば
別
の
預

金
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

に
保
護
の
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

・
限
度
額
を
超
え
る
分
は

　

預
金
が
保
護
さ
れ
る
限
度
額

（
元
本
合
計
一
千
万
円
ま
で
と
そ

の
利
息
）
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
、
預
金
保
険
機
構
が
破
た
ん
し

た
金
融
機
関
に
応
じ
て
あ
る
一
定

の
率
を
掛
け
た
金
額
を
買
い
取
り
、

預
金
者
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
金
融
機
関
に
外
貨

で
預
金
し
て
い
る
場
合
も
、
こ
の

買
い
取
り
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
そ
の
ほ
か
の
金
融
機
関
は

　

郵
便
貯
金
は
、
国
が
元
利
金
の

支
払
い
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
漁
協
な
ど
が
取
り
扱

う
貯
金
は
農
水
産
業
協
同
組
合
が

持
つ
、
銀
行
な
ど
の
預
金
保
険
制

度
と
よ
く
似
た
「
貯
金
保
険
制
度
」

で
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成14年3月まで
平成14年4月から
平成15年3月まで

平成15年4月以降

当座預金
普通預金

全額保護

貯蓄預金

定期預金
定期積金
元本補てん契約のある
金銭信託（貸付信託など）

元本合計1千万円までと　

その利息を保護

l　

　－……………゛齢回yj……y……こ：フT％

外貨預金
元本補てん契約のない
金銭信託（ヒットなど）

保護はありません

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（Iふが）



市民⑩

ペー汐

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
．
1
1
1
士

今月のスナップ

「新しくなりました」

ぐるーぷ登場 ねんね

の
び
の
び
と
し
た
子
育
て
を

　

今
回
紹
介
す
る
「
ね
ん
ね
」
は
、

小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
母
親
た
ち

の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
子
育
て
の
楽

し
さ
や
悩
み
を
お
互
い
に
相
談
し
、

の
び
の
び
と
成
長
で
き
る
環
境
に

つ
い
て
考
え
よ
う
と
平
成
十
二
年

に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
約

二
十
人
の
会
員
で
月
刊
の
子
育
て

新
聞
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」
の
発
行

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

「
友
だ
ち
同
士
で
子
育
て
に
関

す
る
悩
み
や
疑
問
を
話
し
て
い
る

う
ち
に
分
か
ら
な
い
こ
と
は
み

ん
な
で
調
ぺ
て
み
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な
十
ン
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま

し
た
。
年
齢
の
近
い
人
が
多
い
せ

い
か
、
共
通
の
話
題
も
多
く
、
和

気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
す
よ
」

と
会
長
の
鈴
木
律
子
さ
ん
。

　

会
で
は
昨
年
、
自
分
た
ち
が
子

ど
も
を
預
け
る
と
き
に
、
ど
の
園

に
す
る
か
迷
っ
だ
経
験
か
ら
、
市

内
に
あ
る
保
育
園
と
幼
稚
園
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
作
十
ソ
に
挑
戦
。
会
員

が
園
に
直
接
足
を
運
び
、
遊
ば
せ

方
や
保
育
環
境
な
ど
を

調
ぺ
、
そ
の
結
果
を
冊

子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　

「
昨
年
出
し
た
冊
子

は
、
準
備
に
余
裕
が
無

く
、
ハ
タ
ハ
タ
し
て
い

る
う
ち
に
出
来
た
と
い

う
感
じ
で
し
た
。
で
も

思
っ
た
以
上
に
反
響
が

あ
り
、
本
当
に
驚
き
ま

し
た
。
だ
か
ら
今
年
は
。

昨
年
よ
り
も
さ
ら
に
良

い
も
の
を
と
、
早
く
か

ら
準
備
に
取
り
か
か

‐
ソ
、
余
裕
を
持
っ
て
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
一
人

で
も
多
く
の
人
に
読
ん

で
も
ら
え
る
と
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
胸
を
張

る
会
員
の
皆
さ
ん
。
会

や
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
興
味
の
あ
る

人
は
会
長
の
鈴
木
律
子
さ
ん
（
豊

6
5
・
5
9
1
5
）
ま
で
。

　

耳
員
ぺ
爺
o
「
の
。
ヨ
ぽ
⊃
の
・
o
こ
「
。
へ

ぶ
ヨ
1
1
コ
a
o
／

J編面w奮励琵

フックトーク

たいt

～テーマ彦頁～

『
他
人
の
顔
』

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
安
部

公
房
作
「
他
人
の
顔
」
と
い
う
物

語
で
す
。

　

化
学
技
術
者
の
主
人
公
は
、
実

験
中
の
事
故
に
よ
り
、
顔
に
ひ
ど

い
凍
傷
を
負
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

眼
鏡
を
か
け
て
い
た
目
と
、
唇
だ

け
は
無
事
で
し
た
が
、
全
体
に
ひ

ど
い
傷
が
残
り
、
顔
に
包
帯
を
巻

い
て
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

人
間
の
顔
と
い
う
も
の
を
、
目

や
耳
、
鼻
、

ロ
と
い
っ
た

器
官
の
集
ま

り
と
し
か
考

え
て
い
な
か

っ
た
主
人
公

は
、
包
帯
を

巻
い
て
生
活

す
る
こ
と

に
、
始
め
は

そ
れ
ほ
ど
不

自
由
さ
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
通
り
で
人
に
目
を

そ
む
け
ら
れ
、
妻
に
疎
ま
れ
始
め

る
と
、
日
常
生
活
に
お
け
る
「
顔
」

と
い
う
も
の
の
意
味
に
つ
い
て
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

巧
妙
に
作
っ
た
仮
面
を
手
に
入

れ
、
新
た
に
生
活
を
始
め
た
主
人

公
は
、
再
び
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

か
ぶ
っ
て
い
る
仮
面
は
、
本
当

に
仮
の
顔
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

か
す
る
と
仮
面
が
本
当
の
顔
な
の

で
は
な
い
か
。
傷
つ
く
前
の
顔
は

日
常
生
活
を
送
る
た
め
の
仮
面
に

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

誰
も
が
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
、

い
く
つ
も
の
仮
面
を
持
っ
て
い
る

と
し
た
ら
・
…

　

こ
の
作
品
は
、
一
九
六
四
年
の

も
の
で
す
が
、
科
学
技
術
の
発
達

し
た
現
代
社
会
に
も
あ
て
は
ま
る

よ
う
な
問
題
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る

作
品
で
す
。

　　　

『他人の顔』

安部公房著ほるぷ出版



電子メールで市民提案E－mailyamabiko＠city．ono．fukui．jp

【
刑
一

　

先
日
、
子
ど
も
た

ち
を
連
れ
て
「
あ
つ

宝
ん
ど
」
の
プ
ー
ル

へ
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
建
物
の
東
側
に
、
芝

生
が
敷
か
れ
た
広
場
が
あ
る
こ
と

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
帰
り
に
時

間
が
あ
っ
た
の
で
寄
っ
て
み
た
と

こ
ろ
、
と
て
も
広
い
ス
ペ
ー
ス
に

び
っ
く
し
ソ
し
ま
し
た
。
あ
れ
は
公

園
と
し
て
使
っ
で
も
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
。
（
匿
名
希
望
）

「
あ
つ
宝
ん
ど
」
東
側
の
広
場
に
つ
い
て
教
え
て

―

　

い
つ
も
「
あ
つ
宝

ん
ど
」
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
広
場
は
、
平
成
十
二

年
八
月
に
整
備
し
た
「
あ
つ
宝
ん

ど
モ
ー
－
ユ
メ
ン
ト
広
場
」
で
す
。

　

こ
れ
は
平
成
十
二
年
に
恐
竜
エ

キ
ス
ポ
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

全
域
に
わ
た
り
芝
生
が
敷
か
れ
、

総
面
積
は
約
六
一
〇
〇
平
方
μ
。

敷
地
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
よ
り
多
く
の
人
に
親
し
ま

れ
る
よ
う
、
花
・
水
・
芝
生
を
テ

ー
マ
に
し
た
三
つ
の
広
場
を
設
け

ま
し
た
。

　

花
の
広
場
に
は
あ
ず
ま
や
二
棟

と
水
飲
み
場
、
ペ
ン
チ
な
ど
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ゆ
っ

く
り
と
季
節
ご
と
の
草
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
水
の
広
場
は
石
積
み
の

池
や
噴
水
な
ど
が
あ
り
、
気
軽
に

水
と
親
し
め
る
空
間
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

芝
生
の
広
場
に
は
テ
ー
ブ
ル
十

二
基
を
は
じ
め
、
ペ
ン
チ
や
植
栽

な
ど
を
備
え
ま
し
た
。
一
番
面
積

が
広
い
こ
の
広
場
は
、
レ
ク
レ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
野
外
活
動
で
利
用
し

や
す
い
も
の
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
空
間
を
夜
間

で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

遊
歩
道
に
照
明
を
設
け
た
ほ
か
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
地
区
の
行

事
や
遠
足
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

（
保
健
衛
生
課
長
）

34，咄咄r

県
代
表
と
し
て
近
畿
理
容
競
技
大
会
に
出
場

松
＃

1
1

1
季
オ
三
十
五
歳
平
万
頭
）

　

理
容
師
の
松
井
さ
ん
は
、
七
月

に
和
歌
山
県
で
行
わ
れ
た
「
近
畿

理
容
競
技
大
会
」
に
県
代
表
の
一

人
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

近
畿
地
方
を
中
心
と
し
た
七
府

県
の
代
表
が
調
髪
の
技
術
を
競
い

合
う
こ
の
大
会
は
、
今
年
で
四
十

一
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
　

「
こ
の
競
技
で
日
本
一
に
な
っ

た
こ
と
の
あ
る
先
生
に
勧
め
ら
れ

て
始
め
ま
し
た
。
軽
い
腕
試
し
の

つ
も
り
で
初
め
て
出
た
大
会
で
、

予
想
以
上
に
緊
張
し
、
足
が
震
え

て
散
々
な
結
果
し
か
残
せ
な
か
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
こ
と
が
と
て
も

悔
し
く
て
、
真
剣
に
打
ち
込
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
」

　

そ
れ
以
来
、
仕
事
の
合
間
や
休

日
な
ど
を
利
用
し
て
、
県
の
講
師

や
仲
間
な
ど
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
猛
特
訓
す
る
よ
う
に
な

っ
た
松
井
さ
ん
。
数
年
後
に
は
県

を
代
表
す
る
技
術
を
身
に
つ
け
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

「
先
生
や
仲
間
な
ど
多
く
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
大
会
に
出
場
で
き
る
ま
で
が

ん
ば
っ
で
来
ら
れ
た
ん
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
や
は
り
、
一
番
の
支

え
に
な
っ
た
の
は
、
だ
ま
っ
で
家

族
の
面
倒
を
み
て
く
れ
た
妻
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ん
の
た
め

に
も
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
技
術
向

上
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
照
れ
く
さ
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。

お
知
ら
せ

素
人
そ
ば
打
ち
大
会

　
　
　
　

出
場
者
募
集

大
野
麺
類
組
合

日
時
1
0
月
2
4
阻
害
午
後
2
時
～

場
所
有
終
会
館

対
象
1
8
歳
以
上
の
人

募
集
人
員
1
8
人
（
先
着
順
）

出
場
料
1
0
0
0
円
（
1
人
）

申
込
期
限
1
0
月
4
［
呆
V
1
8
日

　

困
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
宮

　

崎
幸
男
さ
ん
（
豊
6
5
・
4
7
3

　

5
）

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

日
本
語
を
広
め
る
会

日
時
‥
し
月
1
4
R
爾
V
1
2
月
1
9
日

　

⑥
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
6

　

回
）
午
後
7
時
～
9
時

場
所
有
終
会
館

受
講
料
1
0
0
0
円
（
資
料
代

　

な
ど
）

定
員
1
5
人

申
込
締
切
日
‥
目
月
7
ほ
㈲

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
日

　

中
友
好
協
会
内
「
日
本
語
を
広

　

め
る
会
」
松
田
絹
子
さ
ん
（
豊

　

6
5
・
6
8
4
5
）



にこにこパラパラ親子ひろば

　

8月25日、保健センターで「わいわい親子ひ

ろば」が開かれました。約30人の親子連れが

参加し、カラオケやパラパラダンス、お菓子作

りなどで楽しい時間を過ごしました。

学習に役立ててね

　

8月26日、下庄小学校の中庭で「ビオトープ」造

りが行われました。これは子どもたちの身近に自然

や生物に親しめる空間を造るうというもので、父母

や先生ら約40人が奥越土木研究会の協力を得なが

ら、砂を運び込む作業や石を並べる作業などに額に

汗をにじませながら取り組んでいました。

工事前にイトヨ引つ越し

　

8月26日、「中野清水を守る会」の会員らが

イトヨの引つ越し作業を行いました。これは市

が進めている北部第三土地区画整理事業で、中

野清水周辺の公園整備や道路改良工事が始まる

ため、イトヨヘの影響を考えて行われたもので

す。捕まえた約1000匹のイトヨは、本願清

水のいけすなどへ移されました。

みんなで作ろう「きずな寿司」

　

8月20日、富田公民館で長さ約20メートルのジ

ャンボ巻きずし「きずな寿司」づくりが行われまし

た。これはみんなが協力してすしを作ることで、家

族や友達、地域のきずなを深めてもらおうというも

ので、幼稚園児からお年寄りまで約30人が参加。掛

け声に合わせて一気に巻き上げたあと、全員で持ち

上げ出来映えを確かめていました。

話箇回也場秘書広報課広報広聴係容66・1111



話遇回也場

8月25日、スポーツの楽しさを知ってもらおうと

行われた「みんなでスポーツ」（真名川グラウンド）

8月22日、プロバスケットボール選手の加藤貴子

さんから指導を受ける

　　　

「中学校体育実技研修会」（尚徳中学校）

にね1μ一ツり一J：ン

真奴

　

8月下旬から9月上旬にかけて、市内各地で

行われたさまざまなスポーツ行事。たくさんの

人がそれぞれに心地よい汗を流していました。

9月14日、各学校が陸上競技で競い合った

　

「小学校連合体育大会」（ふれあい公園）

9月2日、市町村合併シンポジウム（有終会館）

8月28日、ふるさとシンポジウム－21世紀の

　　　

“大野・和泉のかたぢを探る

　　　　

（JAテラル越前農協会館）

考えよう「市町肘曾併」

　

大野青年会議所や、県がそれぞれ市町村合併について

のシンポジウムを行いました。「合併の良いところ悪い

ところ」「古里の将来はどうなるのか」など白熱した議

論に、会場に集まったたくさんの人たちが真剣に耳を傾

けていました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

都
市
整
備
課

・
西
里
団
地

規
格
3
K
風
呂
無
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
2
戸

家
賃
月
額
7
0
0
0
円
～

　
　
　
　
　

1
万
1
6
0
0
円

…
中
挟
団
地

規
格
2
D
K
風
呂
・
ト
イ
レ
有

募
集
戸
数
上
戸

家
賃
月
額
1
万
8
7
0
0
円
～

　
　
　
　
　

3
万
1
1
0
0
円

資
格
一
定
の
収
人
基
準
範
囲
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

申
込
期
限
1
0
月
3
1
巨
困

申
し
込
み
…
問
い
合
わ
せ
先
都

　

市
整
備
課
住
宅
緑
地
係
（
豊
6
6

　

・
1
1
1
1
内
線
3
5
3
）

九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

生
活
環
境
課

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
の
利

用
促
進
の
た
め
、
次
の
人
を
対
象

に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
8
人

　

以
上
の
団
体
利
用
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
人
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
人

　

費
の
2
割
【
団
体
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の
5
割

申
請
【
回
数
券
利
用
】
購
人
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
人
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　
　

【
団
体
利
用
】
利
用
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
が
必
要
）

申
請
時
間
午
前
9
時
～
午
後
2

　

時

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
生
活
環

　

境
課
市
民
生
活
係
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
3
）

便
利
で
確
実
で
す

　
　

市
税
の
□
座
振
替

税
務
課

　

市
で
は
、
市
税
の
納
付
に
口
座

振
替
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
度
申

し
込
め
ば
、
納
期
の
た
び
に
納
め

に
出
か
け
る
必
要
が
な
く
、
指
定

さ
れ
た
口
座
か
ら
税
額
を
振
り
替

え
る
こ
と
が
で
き
る
大
変
便
利
な

制
度
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
ロ
座
が
あ
る
市

内
の
金
融
機
関
・
農
協
・
郵
便
局

で
、
備
え
付
け
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
人
し
、
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
の
翌
月
末

日
か
ら
振
り
替
え
を
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
納
税
貯
蓄
組
合
に
加
人
し

て
い
る
人
は
、
申
込
書
に
組
合
長

の
確
認
印
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
税
務
課
収
税
係

　
　

（
容
6
6
．
1
1
1
1
内
線
4
2

　

2
）

1
0
月
1
5
日
～
2
1
日
は

　
　
　

行
政
相
談
週
間

総
務
課

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
、
官
公
署

の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意
見
、

要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

全
国
五
千
人
の
行
政
相
談
委
員

は
、
皆
さ
ん
か
ら
官
公
署
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
な
ど
を
お
聞
き

し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
1
・

　

3
木
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
3

　

時
3
0
分

場
所
有
終
会
館
別
館

行
政
相
談
委
員
吉
田
と
み
子
さ

　

ん
（
本
町
3
－
1
豊
6
6
・
3

2
6
1
）
？
I
ニ
宅
嵩
さ
ん
（
天

神
町
7
－
4
豊
6
5
・
0
5
8

4
）

1
0
月
は
土
地
月
間

総
合
政
策
課

・
平
成
1
3
年
度
地
価
公
示
の
閲
覧

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
ま

ず
地
価
公
示
価
格
。
地
価
調
査
価

格
を
調
ぺ
ま
し
ょ
う
。

　

関
係
書
類
は
、
市
役
所
で
だ
れ

で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す
る
場

合
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
契
約

を
締
結
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
以
内
に
、
土
地
の
取
得
者
が
、

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
土
地

の
利
用
目
的
が
不
適
切
な
場
合
、

利
用
目
的
の
変
更
勧
告
が
あ
り
、

そ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
公
表

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
総
合
政
策
課
企

　

画
調
整
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
4
3
5
）

交通
安全

剱
r

ダ
メ
で
す
違
法
な
駐
停
車

　

こ
の
道

路
標
識
は

　

「
駐
停
車

禁
止
」
の

標
識
で

す
。
こ
の
標
識
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
、
車
の
駐
車
や
停
車
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
迷
惑

　

違
法
な
駐
停
車
は
、
ス
ム
ー

ズ
な
交
通
の
妨
げ
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
道
路
の
見
通
し
を

悪
く
し
ま
す
。
そ
の
た
め
飛
び

出
し
事
故
な
ど
多
く
の
事
故
原

因
と
な
っ
で
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
、
救
急
車

な
ど
緊
急
自
動
車
の
通
行
の
妨

げ
に
も
な
り
ま
す
。
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

時
間
帯
に
注
意

　
　

「
駐
停
車
禁
止
」
の
標
識
に

数
字
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
駐
停
車
を

禁
止
し
て
い
る
時
間
を
示
す
も

の
で
、
上
の
標
識
の
場
合
、
8

時
～
2
0
時
ま
で
が
禁
止
時
間
帯

と
な
り
ま
す
。

自
転
車
も
対
象

　

自
転
車
の
場
合
も
、
歩
行
者

な
ど
に
迷
惑
な
駐
輪
は
避
け
、

駐
輪
場
を
利
用
す
る
な
ど
決
め

ら
れ
た
場
所
に
き
ち
ん
と
止
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

利
用
し
ま
し
よ
う

　
　

「
在
宅
サ
ー
ビ
ス
」

高
齢
福
祉
課

　

1
0
月
は
「
在
宅
福
祉
推
進
月
間
」

で
す
。
お
年
寄
り
が
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
各
種
の
在
宅
サ

ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
ヘ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
成
中
学
校
区
市
在
宅
介
護

　

支
援
セ
ン
タ
ー
大
野
和
光
園
（
大

　

野
和
光
園
内
豊
6
6
・
6
6
6
0
）

●
陽
明
中
学
校
区
お
お
の
し
在

　

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
一
乗

　

ハ
イ
ツ
内
豊
6
5
・
5
ワ
ー
9
）

●
上
庄
・
尚
徳
中
学
校
区
市
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
聖
和
園

（
聖
和
園
内
容
6
6
・
1
8
7
4
）

支
給
し
ま
す
特
別
見
舞
金

保
健
セ
ン
タ
ー

該
当
者
1
年
以
上
市
内
に
住
ん

　

で
い
て
、
い
わ
ゆ
る
難
病
の
治

　

療
で
6
ヵ
月
以
上
、
入
院
や
通

　

院
を
継
続
し
て
い
る
人

申
請
期
限
1
0
月
3
1
日
困

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ

　

ン
タ
ー
（
酋
6
5
・
7
3
3
3
）

里
芋
掘
り
と
料
理
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

日
時
1
0
月
2
8
日
面
午
前
9
時
～

場
所
上
庄
地
区

対
象
1
8
～
3
5
歳
ま
で
の
勤
労
者

定
員
先
着
1
0
人

参
加
費
8
0
0
円

持
ち
物
長
靴
着
替
え
タ
オ

　

ル
な
ど

そ
の
他
申
込
者
に
、
後
日
詳
細

　

を
連
絡

申
込
締
切
日
1
0
月
ロ
巳
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
勤

　

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・
7

　

2
2
1
）

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

出
店
者
募
集

下
庄
公
民
館

　

下
庄
ま
つ
り
で
開
催
す
る
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。
販
売
物
や
ス
ペ
ー
ス
、

値
段
の
決
め
方
な
ど
、
詳
し
い
こ

と
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
2
1
R
晋
午
前
9
時
3
0

　

分
～

場
所
下
庄
公
民
館

申
込
締
切
日
1
0
月
1
5
R
算

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
下

　

庄
公
民
館
（
豊
6
6
・
2
1
4
2
）

犬
の
予
防
注
射保

健
セ
ン
タ
ー

　

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
毎
年

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

開
業
獣
医
師
の
注
射
を
受
け
、

保
健
セ
ン
タ
ー
で
注
射
済
票
の
交

付
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
に

は
、
予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
死
ん
だ
場

合
や
他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
保
健
セ
ン
タ
ー

　

（
容
6
5
・
ワ
3
3
3
）

奥
越
合
同
読
書
大
会

市
図
書
館

日
時

1 0
月
郊
百
1
午
後
0
時
3
0

　

分
～
受
付

場
所
勝
山
市
立
図
書
館

内
容

　
　
　
　
　
　

は
＞
・
；
■
；
■
＊
’
（
－
－
（
t
l

　

読
書
会
『
葉
桜
と
魔
笛

　
　
　
　
　
　
　
　

（
太
宰
治
）
』

　

講
演
会
「
太
宰
治
を
ど
う
読
む

　
　

か
」
講
師
・
県
立
大
学
助
教

　
　

授
木
村
小
夜
さ
ん

対
象
高
校
生
以
上

参
加
費
無
料

申
込
締
切
日

1 0
月

1 3
巳
轡

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
図

　

書
館
（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）

参
加
者
募
集

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
2
1
事
業

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　

料
理
教
室
や
健
康
体
操
な
ど
を

通
し
て
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時
‥
‐
月
1
5
R
禾
午
前
9
時
～

　

午
後
2
時

場
所
有
終
会
館

対
象
子
ど
も
を
持
つ
母
親
な
ど

　
　

（
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
参
加
く

　

だ
さ
い
）

参
加
費
無
料

申
込
締
切
日
1
0
月
2
5
巨
困

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
食

　

生
活
改
善
推
進
協
議
会
山
村

　

邦
代
さ
ん
（
酋
6
7
・
1
3
1
5
）

里
親
を
募
集

県
総
合
福
祉
相
談
所

　
　

「
里
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
を
有
志
の
人

に
預
か
っ
て
も
ら
い
、
温
か
い
家

庭
の
中
で
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
総
合
福
祉
相

　

談
所
児
童
相
談
課
（
容
0
7
7

　

6
・
2
4
・
5
1
3
8
）

「
貯
蓄
の
日
」
記
念
講
座

市
貯
蓄
推
進
委
員
会

日
時
1
0
月
□
巨
困
午
前
1
0
時
～

場
所
大
野
公
民
館

内
容
お
金
の
か
し
こ
い
運
用
法

　

と
損
を
し
な
い
ロ
ー
ン
利
用
法

入
場
料
無
料

講
師
福
井
商
工
会
議
所
峠
岡

　

伸
行
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先
貯
蓄
推
進
委
員

　

会
事
務
局
（
生
活
環
境
課
内

　

容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

ご存じですか障害基礎年金

　

国民年金は老後の備えぽかりではありません。病

気やヶがなどで障害が残った場合には障害基礎年金

が受けられます。

対象国民年金に加入している人

　　　

60歳以上65歳未満の間に障害になった人

　　　　

（老齢基礎年金を受給している人を除く）

受給用件

●初診日以前の被保険者期間のうち保険料の納付済

　

期間と免除期間があわせて3分の2以上である

　

か，直近1年間に保険料の未納がないこと。

●障害の程度が国民年金法の1・2級に該当してい

　

ること。また，20歳前に初診日がある障害につ

　

いても障害基礎年金が支給されます。

年金額1級1，005，300円

　　　　

2級804，200円

問い合わせ先

　

市民課年金係（容66－1111内線455）
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’

磐
お
い
し
い
実
の
な
る
ブ
ド
ウ
の
木

川
崎
利
夫
さ
ん
（
若
杉
町
）

　

若
杉
町
の
川
崎
利
夫
さ
ん
（
五
十
六
歳
）

の
宝
は
、
プ
ド
ウ
の
木
で
す
。
品
種
は
マ
ス

カ
ッ
ト
で
、
例
年
お
い
し
い
実
を
つ
け
ま
す
。

樹
齢
が
約
二
十
年
の
木
は
、
根
回
り
十
？
以

上
、
つ
る
の
長
さ
は
十
μ
以
上
に
も
な
り
ま

す
。
家
を
覆
う
よ
う
に
成
長
し
た
つ
る
は
、

と
て
も
涼
し
げ
な
印
象
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ま
た
、
根
も
周
囲
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で

隣
家
の
庭
先
や
空
き
地
で
、
根
を
通
し
て
芽

が
生
え
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
知
し
ソ
合
い
か
ら
苗
木
を
も
ら
っ
た
の
で

家
の
日
よ
け
に
で
も
な
れ
ば
、
と
軽
い
気
持

ち
で
植
え
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
の
産
地
と
は
気

候
も
風
土
も
違
う
た
め
、
ま
さ
か
こ
ん
な
に

大
き
く
な
る
な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
ね
。
最
近
は
ブ
ド
ウ
も
食
べ
き
れ
な
い

ほ
ど
実
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
、
去
年
は
三

亘
房
以
上
も
実
り
ま
し
た
。
無
農
薬
で
育
て

て
い
る
せ
い
か
、
と
て
も
甘
い
実
が
な
る
ん

で
す
よ
」

　

川
崎
さ
ん
の
家
で
は
毎
年
秋
に
な
る
と
、

家
族
で
ブ
ド
ウ
の
収
穫
を
行
い
ま
す
。
デ
ザ

ー
ト
や
果
実
酒
を
作
っ
て
楽
し
む
ほ
か
、
近

所
の
子
ど
も
た
ち
や
友
人
な
ど
、
欲
し
い
人

に
は
気
軽
に
分
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　

「
数
年
前
に
つ
る
の
剪
定
に
失
敗
し
て
、

実
が
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
は
、
家
族
ば
か
り
か
み
ん
な
で
が

っ
か
り
し
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
は
、
世
話

の
仕
方
な
ど
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
勉
強
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
気
を
使
っ
て
世
話
す

る
よ
う
に
な
る
と
、
手
入
れ
は
思
っ
て
い
た

よ
り
も
大
変
に
な
り
ま
し
た
ね
。
で
も
、
み

ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
を
思
う
と

手
を
抜
け
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，884世帯 十20世帯

人口 40，526人 十13人

内訳
男 19，400人 ー4人

女 21，126人 ＋1ワ人

8月中の異動
転入 62人 出生 21人

転出 39人 死亡 31人

市内の交通事故状況（9ヵヽら・お）

件数内訳
平成13年
8月末

平成12年
8月末

比較

総イ牛数 483イ牛 439件 十∠μ件

人身

事故

件数 118件 102件 十16件

死者 1人 1人 O人

傷者 148人 98人 十50人

物損事故 365件 33ワ件 十28件

表
紙
の
こ
と
ば

　

8
月
2
5
日
、
奥
越
ふ
れ
あ
い

公
園
で
、
第
3
一
回
奥
越
地
区
中

学
校
陸
上
競
技
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
厳
し
い
残
暑
の
中
、

各
学
校
を
代
表
す
る
選
手
た
ち

が
、
長
距
離
や
短
距
離
、
砲
丸

投
げ
や
走
り
幅
跳
び
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
競
技
に
挑
戦
。
新
記
録

を
目
指
し
て
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

広
報
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

つ
て
か
ら
、
そ
れ
ま
で
何
気
な

く
読
ん
で
い
た
新
聞
や
雑
誌
な

ど
の
文
章
表
現
を
気
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
短
く
簡
潔

に
分
か
り
や
す
い
文
章
を
・
：
そ

う
思
い
な
が
ら
も
、
な
か
な
か

う
ま
く
い
か
な
い
も
の
で
す
。

読
書
の
秋
。
た
く
さ
ん
の
本
を

読
み
た
い
も
の
で
す
ね
（
養
）

－、、見i！S・

　

最
近
、
起
床
時
間
が

遅
く
な
り
時
間
的
に
慌

た
だ
し
い
た
め
、
朝
食

を
抜
く
子
が
増
え
て
い

る
。
中
学
生
で
は
約
－
二

割
が
朝
食
を
取
ら
ず
に

登
校
し
て
い
る
と
い
う
。
朝
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
だ
け
、
と
い
う
子
も
多
く
食
事
の
量
、
質
と

も
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
▼
さ
ら
に
家
で
排
便

し
な
い
で
登
校
す
る
子
や
、
夜
更
か
し
で
体
に

変
調
を
き
た
す
子
の
増
加
な
ど
、
健
全
に
育
つ

た
め
の
生
活
リ
ズ
ム
が
根
底
か
ら
崩
れ
て
き
て

い
る
。
「
親
は
も
う
少
し
子
ど
も
の
食
生
活
を
配

慮
し
て
ほ
し
い
。
学
力
や
非
行
と
食
生
活
は
無

関
係
で
は
な
い
」
と
指
摘
す
る
専
門
家
も
多
い

▼
社
会
全
体
が
夜
型
に
な
り
、
そ
れ
に
引
き
ず

ら
れ
て
幼
児
が
寝
る
時
間
も
午
後
十
時
以
降
と

か
。
そ
の
上
、
飽
食
社
会
が
家
庭
の
食
生
活
に

変
化
を
与
え
た
。
バ
ラ
ン
ス
良
く
調
理
す
る
関

心
派
と
無
関
心
派
の
二
極
化
現
象
が
進
展
し
て

い
る
▼
祖
父
が
孫
を
「
は
し
の
持
ち
方
が
だ
め
。

魚
の
食
べ
方
が
下
手
く
そ
。
軟
ら
か
い
も
の
し

か
食
ぺ
な
い
」
と
厳
し
く
し
つ
け
る
朝
の
連
続

ド
ラ
マ
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
「
は
し
が
上

手
に
使
え
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
せ

り
ふ
が
気
に
な
っ
た
▼
日
本
の
文
化
は
「
そ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
笑
わ
れ
る
。
恥
ず
か
し
く
な

い
の
か
」
と
い
う
「
恥
の
文
化
」
だ
と
い
わ
れ

る
。
人
か
ら
ば
か
に
さ
れ
る
、
笑
わ
れ
る
と
い

う
世
間
の
目
が
一
人
ひ
と
り
の
行
動
を
規
制
し

て
い
た
。
そ
の
「
恥
ず
か
し
い
」
と
い
う
意
識

が
い
つ
の
間
に
か
無
く
な
っ
て
き
て
い
る
▼
華

や
か
な
文
化
的
行
事
や
グ
ル
メ
嗜
好
文
化
も
必

要
だ
が
、
ご
く
ご
く
当
た
り
前
の
家
庭
生
活
文

化
を
育
て
培
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
の
だ
が
。
あ
な
た
の
ご
家
庭
は
？
（
安
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
a
0
7
7
9
．
6
6
・
・
‐
1
1
1
‐
）
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